
資料１ 外部評価（素案）③　　　（８月９日ヒアリング実施分）

番号 事務事業名 総合判定 今後の方向性

1 除雪事業 見直し

　除・排雪に対する市民ニーズの高まりは、高齢化の進展に
より増加・多様化している。とりわけ出入り口などをふさぐ除
雪のあと処理への苦情は、毎年ワーストワンとなっている。本
市の除雪体制・実施状況が近隣市に比べ見劣りしていない
現状に照らし、これら苦情に全て対応するには限界があろう。
この解決策としてボランティア活動、パートナーシップ拡充な
ど、市民との協働体制の強化が何より求められる。これには
市民の理解が不可欠であり、そのために広報紙の活用、町内
会への働きかけなど、日常の広報活動を見直し、充実させる
必要があろう。

2 エルフィンパーク活用事業 見直し

行政サービス窓口は、平日、週末、祝日の各時間帯ごとの利
用状況をまとめ、他市の実情なども考慮して、受付時間の大
胆な見直しを図る。同時に嘱託職員5人の勤務体制は、民間
会社並みの発想でより省エネ型の運営を目指す。交流広場
は、利用料無料という現状の特性を生かした活用法の工夫と
ＰＲを行う必要があろう。

3
（包括的支援事業）
高齢者支援センター運営事業

拡大重
点化

　新予防給付のマネジメント業務の増加により、本来の高齢
者支援センター運営が厳しくなっている現状を改善するため、
利用実態に即した要員の配置が急務である。当面、新たに設
置が決まっている支援センター職員の有機的運用を図るなど
弾力的な対応を検討する必要があろう。

4
（救急医療事業）
在宅当番医制

現状継
続

　市民の健康を守るための救急医療体制の維持を目的とす
る事業であり、今後とも継続して行う必要がある。
　なお、近年市内においては早朝、夜間の診療時間を延長す
る民間医療機関も増加していることもあり、現行の実施時間
帯が有効かつ効率的なものとなっているか、医師会の意向も
踏まえて検討する余地はあると思われる。
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